
狩猟者登録を行う方が狩猟に使う犬について、状況を把握するための調査を実施しますので、回答をお願いします。
この調査は、犬を飼育しており、その犬を使った狩猟を行う予定の方が対象です。調査票は、狩猟者登録の際、狩猟者登録申請書と併せて提出してください。

氏　　名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
住　　所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

電話番号（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　狩猟で使うための犬を何頭飼育していますか。飼育している犬の数を教えてください。

	□１頭　　□２頭　　□３頭　　□それ以上（　　）頭


２　今期の猟期において、狩猟に使用する予定の犬の頭数を教えてください。

	□１頭　　□２頭　　□３頭　　□それ以上（　　）頭


３　狩猟で使うために飼育している犬は、狂犬病予防法に基づく登録及び狂犬病予防接種を済ませていますか。
	□　済ませている
□　済ませていない
□　一部のみ済ませている（　　頭中　　頭のみ登録）


※犬の所有者には、狂犬病予防法に基づく登録が義務付けられています。
　済ませていない場合は、速やかに実施してください。
４　狩猟で使うための犬が迷い犬にならないよう対策しているものはありますか。（複数回答可）
	□電波発信機の装着　　　□マイクロチップの埋め込み
□所有者の住所、氏名、電話番号を明記した首輪の装着

□鑑札及び注射済票の装着
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□特になし


※鑑札及び注射済票の装着は、狂犬病予防法に基づく義務です。
５　飼育している狩猟で使うための犬の犬種、色などの特徴について教えてください。（複数飼育している方は、可能な限り全ての犬について記載してください。書ききれない場合は裏面を利用してください。）
	犬種　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
色　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
年齢  （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

体重　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　
その他の特徴



県動物愛護センターでは、多くの犬を保護していますが、その中には猟犬と思われる犬が含まれています。回答内容は、県の狩猟行政担当、動物愛護行政担当及び動物愛護センターが共有し、猟犬と思われる犬が同センターに収容された場合に、飼い主を探すためにも使用します。
令和６年度 狩猟における犬の使用についての調査票
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